
住
職
挨
拶

浄
土
真
宗
寺
院
で
最
も
大
切
な
法
要
で
あ
る
報

恩
講
は
、
ご
門
徒
（
お
檀
家
）
が
主
催
す
る
法
要

で
す
。

当
寺
で
は
、
【
二
部
上
中
】
【
二
部
下
検
儀
谷
平

群
】
【
前
を
除
く
富
山
】
【
鋸
南
】
の
四
地
区
が

四

年
に
一
度
当
番
と
な
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
【
二
部
上
中
地
区
】
が
当
番
で
す
。

世
話
人
は
、
で
き
る
だ
け
三
座
お
参
り
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
ご
門
徒
に
は
、
三
座
の
内
一
座
に

は
必
ず
お
参
り
す
る
よ
う
促
し
て
く
だ
さ
い
。

毎
日
一
生
懸
命
に
生
き
て
い
る
私
た
ち
で
す
の

で
、
自
分
の
関
心
事
に
精
一
杯
で
、
誰
と
も
代
わ

れ
な
い
一
回
限
り
の
人
生
を
支
え
支
え
ら
れ
生
き

て
い
る
事
実
を
忘
れ
て
い
ま
す
。

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
は
、
そ
の
こ
と
を
教
え
る

仏
さ
ま
の
呼
び
か
け
で
す
。

親
鸞
聖
人
が
歩
ま
れ
た
こ
の
浄
土
真
宗
を
確
認

し
聖
人
の
恩
徳
を
讃
え
る
法
要
、
そ
れ
が
報
恩
講

で
す
。

こ
の
信
心
を
伝
え
、
聞
法
生
活
を
み
な
様
と
共
に

歩
み
た
い
。
そ
の
一
心
で
住
職
を
勤
め
て
お
り
ま
す
。

世
話
人
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１０月22日(日) 13:30～15:30 初めに正信偈をお勤めしました。

世話人総会

世
話
人
総
会
に
備

え
、
新
設
し
た
総
代
代

理
四
人
を
加
え
、
責
任

役
員
・
総
代
・
住
職
・

坊
守
・
副
住
職
の
十
一

名
で
会
議
し
ま
し
た
。

10月1日(日) 於：庫裏
役 員 会

「
実
に
こ
の
世
に
お
い
て
は
、
お

よ
そ
怨
み
に
報
い
る
に
怨
み
を
以
て

せ
ば
、
つ
い
に
怨
み
の
息
む
こ
と
が

な
い
。
」（
『
ブ
ッ
ダ
の
真
理
の
こ
と
ば

感
興
の
こ
と
ば
』
岩
波
文
庫
）
に
、

題
字
下
は
続
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
毎

日
報
道
さ
れ
る
中
東
情
勢
に
、
聞
こ

え
て
き
た
言
葉
で
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
現
実
は
逆
。

な
ん
と
も
痛
ま
し
く
愚
か
で
悲
し
い

事
態
で
あ
り
ま
す
。
一
刻
も
早
い
終

息
を
願
い
ま
す
。

「
さ
る
べ
き
業
縁
の
も
よ
お
さ
ば
、

い
か
な
る
ふ
る
ま
い
も
す
べ
し
」。

こ
れ
は
親
鸞
聖
人
の
言
葉
で
す
。

条
件
次
第
で
ど
ん
な
こ
と
で
も
し
て

し
ま
う
人
間
の
愚
か
さ
恐
ろ
し
さ
を

言
い
当
て
た
真
理
で
す
。
今
、
地
球

上
に
暮
ら
す
八
十
億
四
千
五
百
万
人

の
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
の
存
在
だ
と

仏
教
は
説
き
ま
す
。
そ
の
人
間
が
、

仲
間
を
つ
く
り
国
を
つ
く
り
互
い
が

正
義
を
主
張
し
合
い
、
時
に
は
妥
協

し
時
に
は
争
い
、
怨
み
が
怨
み
を
生

ん
で
い
る
。

「
堪
え
忍
ぶ
」
こ
と
は
、
仏
道
修

行
の
一
つ
。
し
か
し
、
は
た
し
て
そ

れ
が
人
間
に
で
き
る
の
か
。
そ
の
努

力
が
修
行
と
言
わ
れ
る
が
、
今
ま
で

そ
れ
を
完
成
し
た
の
は
、
お
シ
ャ
カ

さ
ま
（
ブ
ッ
ダ
）
た
だ
一
人
。

親
鸞
聖
人
は
、
念
仏
が
人
間
を
完

成
さ
せ
る
仏
道
、
他
と
は
ま
っ
た
く

異
質
の
仏
道
を
歩
ま
れ
ま
し
た
。
そ

れ
が
浄
土
真
宗
で
す
。
そ
れ
は
、
自

分
の
正
義
に
固
執
し
た
り
「
堪
え
忍

ぶ
」
人
間
に
成
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
念
仏
が
、
自
分
の
愚
か
さ
恐

ろ
し
さ
を
気
づ
か
せ
、
そ
こ
に
立
つ

確
固
と
し
て
柔
軟
な
歩
み
で
す
。

親
鸞
聖
人
は
、
中
東
情
勢
を
憂
慮

す
る
私
に
、「
念
仏
申
す
こ
と
は
、
こ

の
信
心
を
い
た
だ
い
た
御
恩
報
謝
と

心
に
刻
み
、
世
の
な
か
安
穏
な
れ
、

仏
法
ひ
ろ
ま
れ
と
、
お
思
い
く
だ
さ

い
。」
と
語
り
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

光といのち
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お参りを心よりお待ちしております。

逮夜 11月１７日（金）15時～16時 同朋唱和

①正信偈 『真宗大谷派勤行集』（赤本）3～32ページﾞ

②念仏 同97ページ

③和讃「弥陀成仏のこのかたは」から６首 同 98～100ページ

④回向「願以此功徳」 同101ﾍﾟｰｼﾞ

⑤『御俗称御文』拝読 別添

⑥法話 住職

晨朝 11月１８日（土）6時～６時４０分 同朋唱和

①正信偈 『真宗大谷派勤行集』（赤本）3～32ページ

②念仏 同 97ページ

③和讃「専修のひとをほむるには」から６首 同111～113ページ

④回向「願以此功徳」 同101ページ

⑤御文「御正忌」拝読 同 62～67ページ

⑥法話 副住職

日中 11月１８日（土）9時30分～1２時 同朋唱和

①感話 川名 喜昭 氏（釋喜法）

②正信偈 『門徒報恩講勤行集』１～3０ページﾞ

③念仏・和讃・五遍返し・回向 同 ６１～７８ページ
（赤い節を誦みます。）

よ

④法話 講題：「終 活」 了善寺住職 百々海 真 師
ど ど み しん

寺に参詣できない方は、下記の報恩講用口座に報恩講志をお振り込みください。

館山信用金庫 店番 ００５ 普通 口座番号 ０１０３５４７

宗教法人 勝善寺 代表役員 井上孝昌

準備の都合がありますので、本堂にお参りされる方はご連絡ください。

世話人所属の方々は世話人に、それ以外の方々は寺にお伝えください。

ズームでお参りされる方は、メールでお申し込みください。

※ズームでお参りされる方で、この本の無い方は、

11月13日までにお申し込みください。郵送します。

真宗大谷派 勝 善 寺

住 職 井上 孝昌

副 住 職 井上 泰之 （候補衆徒 ※次期住職僧侶）

坊 守 井上 悦子

衆 徒 鈴木正一郎 ※衆徒とは、当寺所属僧侶のこと
しゆ と

責任役員 井上 孝昌 井上 泰之 田村 晋一

総 代 田中 昭一 足達 崇 川名 喜昭

総代代理 朝倉 和利 能重 勉 明石 義久 川名 利幸

門徒会員 田村 晋一 足達 崇 黒川 敦子

推 進 員 鈴木正一郎 関口 昌司 田村 晋一

川名 喜昭 田中 昭一 足達 崇

黒川 敦子 正木 道雄 渡邉 秀子

門徒（檀家） ３０５戸

同朋の会員 寺族・門徒全員

地区聞法会 八日講十日講（二部中･下の一部）、中佐久間講

世 話 人 ※太字は新世話人 ※数は、所属門徒数

№ 地 区 氏 名 数 № 地 区 氏 名 数

1 久枝 足達 崇 10 21 保田 長谷川 吉枝 5

2 市部① 廣嶋 敏雄 7 22 大帷子 醍醐 祐子 5

3 市部② 田中 誠 11 23 ※ ２名づつ 醍醐 敏明

4 竹内 堀海 栄子 4 24 交替で 大胡 実

5 高崎① 前田 正悟 4 25 大胡 英一

6 高崎② 青木 敏夫 5 26 市井原 川名 三枝子 5

7 小浦① 明石 圭司 7 27 江月 川名 利幸 7

8 小浦② 明石 義久 5 28 未定

9 宮谷合戸 川名 信之 4 29 大崩 石井 久 6

10 二部上① 朝倉 和利 9 30 奥山上佐久間 高梨 維夫 4

11 二部上② 三堀 清 10 31 中佐久間① 鈴木 渉 3

12 二部上③ 朝倉 智 5 32 中佐久間② 重田 和夫 5

13 二部中④ 能重 隆 4 33 重田 明美

14 二部中⑤ 田中 昭一 8 34 中佐久間③ 田村 徹夫 5

15 二部中⑥ 狩野 昌也 8 35 中佐久間④ 田村 晋一 6

16 二部下⑦ 久保田 守 9 36 下佐久間① 富永 清人 4

17 二部下⑧ 能重 勉 6 37 下佐久間② 金木 美江 2

18 検儀谷 池田 義正 11 38 下佐久間③ 金木 庸一 4

19 平群① 高梨 和夫 5 39 吉田 誠

20 平群② 池田 千代枝 6 40 福原 広美

世話人に所属する門徒 204戸 41 下佐久間④ 中山 郁夫 4

世話人所属有縁者 12人 42 下佐久間竜島 正木 道雄

個別門徒 101戸 43 (代)鈴木正一郎 8

個別有縁者 163人 44 勝山竜島 艫居 政男 5
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な
い
一
回
限
り
の
人
生
を
支
え
支
え
ら
れ
生
き

て
い
る
事
実
を
忘
れ
て
い
ま
す
。

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
は
、
そ
の
こ
と
を
教
え
る

仏
さ
ま
の
呼
び
か
け
で
す
。

親
鸞
聖
人
が
歩
ま
れ
た
こ
の
浄
土
真
宗
を
確
認

し
聖
人
の
恩
徳
を
讃
え
る
法
要
、
そ
れ
が
報
恩
講

で
す
。

こ
の
信
心
を
伝
え
、
聞
法
生
活
を
み
な
様
と
共
に

歩
み
た
い
。
そ
の
一
心
で
住
職
を
勤
め
て
お
り
ま
す
。

世
話
人
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１０月22日(日) 13:30～15:30 初めに正信偈をお勤めしました。

世話人総会

世
話
人
総
会
に
備

え
、
新
設
し
た
総
代
代

理
四
人
を
加
え
、
責
任

役
員
・
総
代
・
住
職
・

坊
守
・
副
住
職
の
十
一

名
で
会
議
し
ま
し
た
。

10月1日(日) 於：庫裏
役 員 会

「
実
に
こ
の
世
に
お
い
て
は
、
お

よ
そ
怨
み
に
報
い
る
に
怨
み
を
以
て

せ
ば
、
つ
い
に
怨
み
の
息
む
こ
と
が

な
い
。
」（
『
ブ
ッ
ダ
の
真
理
の
こ
と
ば

感
興
の
こ
と
ば
』
岩
波
文
庫
）
に
、

題
字
下
は
続
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
毎

日
報
道
さ
れ
る
中
東
情
勢
に
、
聞
こ

え
て
き
た
言
葉
で
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
現
実
は
逆
。

な
ん
と
も
痛
ま
し
く
愚
か
で
悲
し
い

事
態
で
あ
り
ま
す
。
一
刻
も
早
い
終

息
を
願
い
ま
す
。

「
さ
る
べ
き
業
縁
の
も
よ
お
さ
ば
、

い
か
な
る
ふ
る
ま
い
も
す
べ
し
」。

こ
れ
は
親
鸞
聖
人
の
言
葉
で
す
。

条
件
次
第
で
ど
ん
な
こ
と
で
も
し
て

し
ま
う
人
間
の
愚
か
さ
恐
ろ
し
さ
を

言
い
当
て
た
真
理
で
す
。
今
、
地
球

上
に
暮
ら
す
八
十
億
四
千
五
百
万
人

の
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
の
存
在
だ
と

仏
教
は
説
き
ま
す
。
そ
の
人
間
が
、

仲
間
を
つ
く
り
国
を
つ
く
り
互
い
が

正
義
を
主
張
し
合
い
、
時
に
は
妥
協

し
時
に
は
争
い
、
怨
み
が
怨
み
を
生

ん
で
い
る
。

「
堪
え
忍
ぶ
」
こ
と
は
、
仏
道
修

行
の
一
つ
。
し
か
し
、
は
た
し
て
そ

れ
が
人
間
に
で
き
る
の
か
。
そ
の
努

力
が
修
行
と
言
わ
れ
る
が
、
今
ま
で

そ
れ
を
完
成
し
た
の
は
、
お
シ
ャ
カ

さ
ま
（
ブ
ッ
ダ
）
た
だ
一
人
。

親
鸞
聖
人
は
、
念
仏
が
人
間
を
完

成
さ
せ
る
仏
道
、
他
と
は
ま
っ
た
く

異
質
の
仏
道
を
歩
ま
れ
ま
し
た
。
そ

れ
が
浄
土
真
宗
で
す
。
そ
れ
は
、
自

分
の
正
義
に
固
執
し
た
り
「
堪
え
忍

ぶ
」
人
間
に
成
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
念
仏
が
、
自
分
の
愚
か
さ
恐

ろ
し
さ
を
気
づ
か
せ
、
そ
こ
に
立
つ

確
固
と
し
て
柔
軟
な
歩
み
で
す
。

親
鸞
聖
人
は
、
中
東
情
勢
を
憂
慮

す
る
私
に
、「
念
仏
申
す
こ
と
は
、
こ

の
信
心
を
い
た
だ
い
た
御
恩
報
謝
と

心
に
刻
み
、
世
の
な
か
安
穏
な
れ
、

仏
法
ひ
ろ
ま
れ
と
、
お
思
い
く
だ
さ

い
。」
と
語
り
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

光といのち
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堪
え
忍
ぶ
こ
と

た

し
の

に
よ
っ
て
、
怨
み

う
ら

は
息
む
。

やこ
れ
は
永
遠

え
い

え
ん

の
真
理
で
あ
る
。

し
ん

り

報
恩
講

逮
夜

た
い

や十
一
月
十
七
日
（
金
）

十
五
時
～
十
六
時

法
話

住
職

晨

朝

じ
ん
じ
よ
う

十
一
月
十
八
日
（
土
）

六
時
～
六
時
四
十
分

法
話

副
住
職

日
中

に
つ
ち
ゆ
う

十
一
月
十
八
日
（
土
）

九
時
三
十
分
～
十
二
時

法
話

港
区
了
善
寺
住
職

百
々
海

真

師

講
題
「
終

活
」

親鸞聖人 昨年の荘厳
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